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東部ネパール・ジャルタルの森再生のため
のツルヒヨドリ除去に関する参加型アク
ションリサーチ

里山林における在来種保全活動　
－特定外来植物（オオハンゴンソウ）抜取の継続実施－

ツルヒヨドリ除去 11.5 ha

在来種の補植 9,000 本

今年度計画の達成度 90 ％

目標達成度 30 ％
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活動内容と成果
①ツルヒヨドリの除去：コミュニティ森林グループ
の参加により11.5haの除去を実施。400人日の労働
機会の提供 ②ツルヒヨドリ除去後の補植：14種類の
在来種を9,000本補植 ③コンポストの生産：二つの
コミュニティ森林グループに各1ユニットずつコン
ポスト生産設備を設置。2軒の農家に個人でつかえる
コンポスト生産ユニットを設置。ピット手法と地表
で生産する二つの手法を比較のために採用。研修も
実施 ④試験圃場の設置：ツルヒヨドリの繁茂抑制の
ための手法の比較のための試験圃場を設置

活動内容と成果
●藪化している里山林内に点在する特定外来植物の抜
取作業を計画的に行うため、専門調査員により森内
全域の繁茂地点を記録、あわせて在来種保全の指導
を受けた
●昨年の台風で被災し、河畔の崩壊や多数の倒木が生
じ環境が激変したエリアに重点を置いて森全域を再
調査した
●特定外来植物の点在個所や範囲をGPSにより記録で
きた。このデータに基づき、今後の長期的な作業計画
を作成し活動を継続する
●調査時の記録として撮影した在来種の写真を編集し、
森内の自然や調査・作業の様子をオンラインにより
情報発信した

課　題
森林植生回復のためのコミュニティーが活用できる
外来侵略種（ツルヒヨドリ）除去の技術の開発・普
及。

目　標
ツルヒヨドリにより荒廃したジャルタルの森が元の
植生を回復すること。

課　題
在来植物が自生する中山間地の里山林に特定外来植物
が侵入しはじめ、数か所で群落化している。在来植物保
全のために、持続的な抜取作業による制御が必要であ
る。

目　標
在来植物を保全するために、特定外来植物を制御する
活動を計画的に継続する。あわせて里山林の生物多様
性への理解促進を図る。
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■苦労した点
森から除去したツルヒヨドリを使っ
てコンポストを作り、販売すること
に関して地域住民の同意を得るため
に時間を要した。

■工夫した点
コンポストの販売については、地域
の紅茶畑への売り込みを試みた。

■苦労した点
新型コロナウイルス禍で活動が制限
された。２拠点間の移動が制約され、
住民との接触も自粛したことで普及
啓発活動が進まず、一部後退もした。

■工夫した点
地元の協力団体・個人との新たな連
携形態を模索した。電話・メールに
より連絡をとりつつ役割分担を見直
し、連携体制を工夫した。

本プロジェクトで得られた、外来侵略種除去の手法やコンポスト生産とその販売
による外来侵略種除去のインセンティブの向上と地域生計の改善に関する知見や
教訓は他の地域にも展開する予定である。

制御作業を今後も継続するとともに、調査結果を順次資料としてまとめ、ツールと
して地元で在来種保全活動をしている団体・個人と交流することにより、地域全体
の在来種保全・生物多様性保全への取組みに貢献する。

今後の
展望
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地域住民によるツルヒヨドリ除去作業地域住民によるツルヒヨドリ除去作業

特定外来植物調査の様子・GPSによる記録特定外来植物調査の様子・GPSによる記録

森林グループのコンポスト生産施森林グループのコンポスト生産施
設設

調査時に地元団体と交流調査時に地元団体と交流

環境調査実施 12 回

抜取作業実施 4 回

今年度計画の達成度 80 ％

目標達成度 75 ％


